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「いつか銘板に名前が刻まれたら、

大きくなった孫に見せてあげたらいいよ」

主人のそんな言葉が入会のきっかけでした。
星千香子 学習院大学文学部フランス文学科 ・ 1979（昭和54)年卒業 学習院サポー タ ーズ倶楽部会員No.499

5年前でしたか、学習院サポ ータ ーズ倶楽部の案内

が届き、たまたま開封して全部読んでみたんですね。

それで、そばにいた主人に、「毎年2万円の継続 寄付

で総額10万円になると、名前が銘板に刻まれるんで

すって ～」と何気 なく話したら、なぜか、主人のほうが

身を乗り出して、強く私に勧めてくれました 。

「銘板に名前が刻まれたら、孫の咲花（さやか）を

連れて行って、バアバの卒業した大学だよ！と見せて

あげればいい」以前から、私が学習院の卒業生であ

ることを誇りに思ってくれている主人の言葉に後押し

され、それもいいかも！と都合のいい動機 で入会した

のが、まるで昨日のよ うです。あっとい う間に時は流

れ、いよいよ現実になった日を迎え、こうして訪ねられ

たことをとてもうれしく思います。

咲花が、私の名前を見つけて喜び、「大きい学校だ

ねぇ、教室見たい！」と言うので、撮影後、おっかな

びっくり開いている校舎に入り、いくつかの教室を覗き

見しましたが、初の異空間体験に、ときめい ている

様子でした 。寄付と呼ぶには微々たる金額でお恥ず

かしい限りですが、卒業以来、途切れていた糸が結ば

れ、母校をず っと身近に感じられるよ うになりました 。

また、学習院とつながり、関わりが持 て たこと、少し

でもお役に立てたかもしれないとい う思いに、私も

幸せな気持ちをいただきました 。

仏文科専攻なのに、学習院大学ギタ ー アンサン

ブル所属として、 サ ー クル活動に明け暮れた4年間、

フランス語を何ひとつものにできず、やり直せるなら、

もう一 度勉強したいとの悔いもありますが、サ ー クル活

動を通じて得た生涯の友は、何にも代えがたい存在

です。社会に出て、結婚、出産、子育ての間、離れてい

た時期もありますが、今ではいろんな機会を設けては

集い、ますます交流を深めています。

横（同期）の関係はいつまでも仲良く、縦（上下）の

関係は、先輩を慕い、後輩を可愛がる、それも学習院

の良き伝統ですよね。良い人たちに囲まれ、あらため

て、学習院大学に入学して 良かった と痛感し、その

想いをこれからも学習院サポ ータ ーズ倶楽部にできる

だけ長く託し続けたいと思っています。

プロフィール：星千香子（ほしちかこ）／ご主人は小学校からの同級

生で、お孫さんは写真の咲花ちゃんと、1歳になる心花（ここな）ちゃ

ん、近々もうお一人お生まれになるご予定とか。咲花ちゃんとはお出

かけすることが多く、映画「アナと雪の女王」は4回も観に行ったそう

です。今回の取材では正門前でご一緒の写真を撮影しました。
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